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　町内の各小学校では、農業体験事業の一環として、草花栽培や農作物を育て収穫する活動を行っています。
今回は、貴重な体験をした児童の感想をご紹介します。

【問合せ先】学校教育課　☎０２９－２４０－７１２１（直通）
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茨城県自動車整備水戸支部
町へ30万円の寄附
茨城県
町へ3

10/15
（土）

　茨城県自動車整備水戸支部（倉川勝支部長）より、
町に30万円が寄附されました。
　同支部創立70周年記念式典において行われた贈呈
式で、倉川支部長は「水戸支部創立70周年を迎え、
平素より会員事業者が町政事業に関わっていることか
ら、会員総意に基づいた記念事業として寄附を行っ
た。まちづくりに役立てていただきたい。」と寄附に
込めた思いを語りました。
　小林宣夫町長は「町へご寄附をいただき感謝申し上
げるとともに、コロナ禍で町の財政も厳しい現状であ
るため、いただいた寄附金は、まちづくりのため有効
に活用させていただきます。」と謝辞を述べました。

茨城町家庭排水対策協議会
未来の自然を守る環境学習会の実施
茨城町
未来の

10/13
（木）

　茨城町家庭排水対策協議会（藤枝栄子会長）は、巴
川探検隊地域事業を実施しました。
　同事業では、毎年、巴川流域の水質保全をめざす活
動を行っています。今年は、茨城県霞ケ浦環境科学セ
ンターで、水環境について学ぶための環境学習会を実
施し、水質調査や展示物の見学を行いました。
　当日は、葵小学校の４年生が参加し、生活排水が環
境に与える影響や、未来の自然を守ることの意味につ
いて学びました。

茨城町職工組合
学校施設でボランティア活動

るため、いただい
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10/16
（日）

　茨城町職工組合（三塚敏彦組合長）は、小・中学校
施設の修繕などを行う学校奉仕作業を実施しました。
　当日は、事前に各小・中学校から要望のあった、本
棚やすのこなどの製作、生徒用机の天板や椅子の座
板・背板交換などの修繕作業が行われました。
　この活動は、組合員が持っているさまざまな技術を
活かし、町の児童・生徒のために役立てばと、同組合
が昭和44年から毎年恒例行事として実施しているも
ので、各学校からは「今年も子どもたちのために実施
していただき、大変感謝しております。」との声が上
がっています。
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10/16
（日）

　茨城町環境フェスティバル実
行委員会（照沼一美委員長）主
催の、第５回茨城町環境フェス
ティバルが開催されました。
　会場となった茨城町立中央公
民館大ホール及び野外出展ブース会場には多くの方が
来場し、五箇公一氏による「外来生物はなぜ増えるの
か？なぜ防除するのか？」を主題とした基調講演や
「SDGs　いまから自分にできること」をテーマとし
たパネルディスカッションが行われました。また、野
外では、環境団体や企業による活動展示や体験学習が
行えるブースが多数出展し、会場は大いに賑わいまし
た。
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